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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・今回、研修に参加させていただきとてもためになりました。

　ミシンオイルを挿す部分、挿してはいけない部分など学ぶことができよい機会となりました。

　またどのように針目等を設定するのか教えていただきミシンへの理解が深まりました。

・普段ミシンを使用することが少なく、研修と聞いて不安もありましたがわかりやすく教えていただきました。

　またミシントラブルの際にどのような対応をすればよいのか等勉強になりました。

利用者からの意見・評価

住　所 長野市大字徳間1443 管理者名 横山　暁

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 026-296-1411 対象年度 2024（令和6）年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 小島株式会社　小泉様

実施期間：9月30日

参加者数：3名（精神障害者）

機種仕様：AMS-221EM（電子カン止めミシン）（長野福祉工場縫製工場）

講習内容：AMS-221EMの使用方法、トラブル対処法、応用技術について

AMS-221EMを使用するにあたって、使用方法の再確認、トラブル時の対処方

法、応用技術等を販売代理店である小島株式会社様監修のもと、研修を行う。

製品を縫製することは問題なく出来ているが、メンテナンスであったり、糸調子

不良や機械エラー時において、どのような対処が必要かミシン販売代理店である

小島株式会社様に来所いただき研修を行う。また、使用していない機能について

も教授いただき、ミシンへの理解を深める。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 長野福祉工場 事業所番号 2010100622

　ミシントラブルは常に起こり得るものだが、弊社で対応となるとお伺いするまでに時間がかかること、対応費用が掛かってしまうことが懸念される。ミシンを使

用している方が対処できることであれば時間も費用も削減することが出来るため、今回の研修で学んだことを活用していただければと思う。メンテナンスはミシン

を使用していると忘れてしまいがちになるので、定期的に確認を行ってもらうとトラブルを未然に防ぐことやミシンの寿命を伸ばすことにもつながる。

　研修を行っていただいた方々は、普段ミシンを使用している方、あまり使用していない方など様々でしたが、それぞれミシンに興味を持ち積極的に話を聞いてい

ただけたのでとてもよい機会になったのではないかと思う。私たちも勉強になり、今後も機会をいただけるのであれば続けていきたいと思う。

メンテナンスにおいて、ミシンオイル必要量等の基本的なメンテナンスの再確認

を行った。その中でミシンオイルの循環についても学ぶことができ、もし循環機

能が不調になった場合の対応方法等を知ることができた。糸調子やその他トラブ

ルの対処方法については再確認を行った。

針を落とす位置の設定方法等は専門的な知識とソフトが必要となってくるため、

内部で設定変更することは難しいことや、簡単なトラブルであれば内部で対処で

きるように研修を行った。

　     研修を行ったミシン

AMS-221EM

研修の様子1

小島株式会社ご担当者様による

操作パネルの説明

細かい部分が多いため

一人ずつ確認している
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